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笑顔が見たい 
梅雨明けと同時に夏の太陽の日差しが戻ってきました。 

ある朝保育園の子どもたちがタモを持ってやってきて、虫取り 

を始めました。 

みんなもう夢中になって草むらの中でにらめっこ・・・ 

「こんなにいっぱい取れたよー。」 

きらきらとした笑顔で子どもたちが教えてくれました。 

そのあと、取った虫たちを自然に返して、子どもたちは帰っていきました。 

さて、学校ではもう早いもので新学期を迎えて３ケ月が過ぎ、いよいよ１学期のま

とめの時期を迎えました。 

日々の授業の中で、また行事や活動を経るごとに、子どもたちの成長を間近で感じ

ていることと思います。きっと子どもたちの笑顔が教師のエネルギーにもなっている

ことでしょう。 
そういえば、１０年程前、ACジャパンが「人を笑顔にする算数。おもいやり算」

という CMをテレビで流していました。 
 

＋   －    ×    ÷ 
 

「＋」は、たすけあう     「－」は、ひきうける 
「×」は、声をかける     「÷」は、わけあう 

それは、人を笑顔にする算数  思いやり算 

困っている仲間がいたら助け合い、面倒なことも引き受け、よく声をかけあい、喜

びも悲しみも分かち合う。 

子どもたち一人一人の「人を笑顔にする力」を育てていきたいと思います。 

そして、これは子どもたちに限らず、大人であるわたしたちも居心地のよい職場、

住みよい社会にするため、おもいやり算のような行動をめざしたいものです。 

 

Q-U調査の分析と活用を  
先日来、Q-U調査の結果を各学校へお返しをさせていただいています。 

各学校・学年において、結果を分析しながら、１学期の振り返りを行うとともに、

子ども一人ひとりへの声かけ、夏休みの過ごし方等についての指導・支援に活用いた

だきますよう、よろしくお願いします。 

また、夏季休業中に校内で共有を図り、２学期の子ども理解や、指導・支援につな

がる取組をお願いします。 


